
   収入 支出  ※税抜き金額です

 ※注１　資本的収入のうち、分担金（水道の新規加入金）や工事に対する補助金などの割り当て分です。

 ※注２　資本的支出のうち、建設改良費の割り当て分です。

収入 支出  ※税抜き金額です

水道料金

35億6,813万円

収益的収入　41億3,095万円

収益的支出　39億7,676万円

純利益　　　  1億5,419万円

      　　長期前受金戻入(※注1)

　　 　　　　　　3億4,492万円

 　代理で行う工事代金など

　　　　　2億1,790 万円

人件費

2億3,092万円

県から水道水を

買う費用

 14億4,872万円

修繕費や電力費など

　　　6億2,826万円　　　　

資本的収入　  7億9,487万円

資本的支出　21億4,406万円

収支差引　△13億4,919万円

受水費

減価償却費

委託費

      分担金(加入金)

     2億7,917万円

負担金など

3,860万円

企業債借入金

4億7,710万円
建設改良費

16億4,394万円

企業債償還金

5億12万円

施設整備費用(※注2)

9億1,461万円

　　　７億5,425万円

純利益

1億5,419万円

積立金・内部留保

13億4,919万円
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内部留保資金残高の推移（単位：千円）

 水 道 事 業 の 経 営 状 況 に つ い て （上下水道部） 

・ 水道事業は料金収入の減少、物価や人件費の高騰などによる費用の増加等により、厳しい経営状況が続いています。

・ 現在は内部留保資金を取り崩しながら事業運営しています。

・ 今後も施設の老朽化などに伴い更新需要が増加することから、経営環境は更に厳しくなると考えられます。

令和５年度にかかった費用　─ 令和５年度決算 ─

★収益的収支（水道水を作り、お届けするための収支）

★資本的収支（浄水場や水道管などの設備投資に関する収支）

１．埼玉県水道用水供給事業の料金改定
○これまでの経緯

２６年間現行料金を維持

平成１１年度～ ６１．７８円/㎥（税抜）

改定の要因：施設の老朽化や電気料金及び物価高騰の影響による維持管理費

の増加等により純利益が減少し、Ｒ６年度以降は、純損失が継

続的に発生する見込み。健全経営を確保し、水道用水の安定供

給を継続していくため、料金改定が必要。

●令和８年度からの改定

県水料金単価の見直しについて７月にプレスリリースした後、改定料金の

精査を行い、１２月県議会定例会により議決。

令和８年４月１日より７４．７４円／㎥【２１％】の料金改定

（７月提示より１.４９円低減）

●受水費影響額（令和５年度決算ベース）年間受水量 23,449,670 ㎥

６１．７８円/㎥ 1,448,720,613 円

７４．７４円/㎥ 1,752,628,336 円

影 響 額 303,907,723 円 増

２．春日部市水道事業計画改定
① 改定の趣旨

今年度から３箇年をかけて、「春日部市新水道事業ビジョン(経営戦略)」、

「春日部市水道事業基本計画」、「春日部市水道事業アセットマネジメン

ト計画」等について、改定作業を進めています。この改定は、水道事業

が置かれている現状と課題を整理し、水道事業経営の今後の方向性を定

めることを目的としています。

② 計画の期間

令和８(2026)年度～令和 17(2035)年度(10 年間)

③ スケジュール

R6 年度 R7 年度
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